
 

 

令和５年８月２４日 
参考資料 

関東大震災１００年事業として実施する普及啓発イベ
ント等のお知らせ 
～震災を振り返り、防災・減災につなげます～ 

県では、関東大震災の発生から 100 年目の節目に合わせ、震災の教訓を自分事として捉え直

し、防災・減災に向けた自助・共助の取組みをより一層推進するため、関東大震災 100 年事業と

して様々な取組みを実施します。 

１ かながわ消防防災フェア   
震災復興のシンボルである神奈川県庁本庁舎を活用し、黒岩知事も登壇するシンポジウム

や各種体験ブース、楽曲演奏等、幅広い世代を対象にした普及啓発イベントを開催します。 

○日 時  令和５年９月２日（土曜日）、３日（日曜日） 10 時～16 時 

〇場 所  神奈川県庁本庁舎、象の鼻パーク、日本大通り 

〇その他  イベントの詳細については、別添１をご覧ください。 

 

２ 防災推進国民大会（ぼうさいこくたい）2023   

内閣府等が主催し、県も協力する国内最大級の防災イベント「防災推進国⺠⼤会（ぼうさい

こくたい）2023」が開催されます。県は「誰一人取り残さない防災を目指して」をテーマにし、

黒岩知事のほか、県内外の有識者６名が登壇するパネルディスカッションを実施します。 

○日 程  令和５年９月 17 日（日曜日） 10 時～18 時、 18 日（月曜日、祝日） 10 時～15

時 30 分 

〇場 所  横浜国立大学 

〇その他  イベントの詳細については、別添２、３をご覧ください。 

 

３ 特別番組「震源地・神奈川の傷跡と教訓」   
関東大震災における神奈川県の被害に着目し、震災を自分事として捉え、県民が地震防

災対策について学ぶことができる特別番組を制作し、テレビ神奈川にて放送します。 

〇番組名   関東大震災から 100 年 震源地・神奈川の傷跡と教訓 

○放送日時  令和５年８月 27 日（日曜日） 14～15 時 



 

 

令和５年９月１日  （金曜日） １７～１８時 （再放送） 

〇その他   番組の詳細については、別添４をご覧ください。 

 

４ ポータルサイト神奈川震災記念館   
震災の記録や教訓を次世代に伝えていくため、県内の随所に存在する関東大震災の震災

遺構や文書資料目録など、震災に関わる情報を紹介するポータルサイト「神奈川震災記念

館」を県のホームページ上に作成し、８月 25 日（金曜日）より一部コンテンツを公開します

（別添５）。なお、ポータルサイトは、県のトップページからアクセスできる関東大震災 100 年

事業特設ページにタブを設けます。 

○ 特設ページ URL   https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/100th.html 

 

５ かながわシェイクアウト訓練重点期間  
発災時に自らの身は自らで守る「自助」の意識向上のため、県がこれまで推進してきた地震

発生時の安全確保行動「かながわシェイクアウト」について、下記のとおり、訓練重点期間を

設定し、訓練の実施を呼びかけます。（別添６） 

○日 程  令和５年９月１日（金曜日）～15 日（金曜日） 

〇 H P  https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/cnt/f480078/index.html 

 

６ 取材について  
取材のご連絡先は、次のとおりです。 

神奈川県くらし安全防災局防災部危機管理防災課 

FAX  045-210-8829 

 

問合せ先  

(1 に関すること) 
神奈川県くらし安全防災局防災部危機管理防災課 

課長     能戸 電話 045-210-3420 

計画グループ  伊藤   電話 045-210-5945 

 
神奈川県くらし安全防災局防災部消防保安課 

課長     石渡 電話 045-210-3422 

企画グループ  野谷  電話 045-210-3444 

 
(２～４に関すること) 
神奈川県くらし安全防災局防災部危機管理防災課 

課長     能戸 電話 045-210-3420 

計画グループ  伊藤   電話 045-210-5945 



 

 

 
(５に関すること) 
神奈川県くらし安全防災局防災部危機管理防災課 

課長       能戸 電話 045-210-3420 

訓練指導グループ  八木   電話 045-210-3433 



関東大震災から 100 年 かながわ消防防災フェア 
 

１ 趣旨 

関東大震災（1923 年）発生から 100 年を節目として、

最大の被災地となった本県の震災被害を見つめ直し、震

災の記憶と教訓を次世代へとつなぎ、県民が地震の備え

を進める契機としていただくことを目的に、「関東大震災

から 100 年 かながわ消防防災フェア」を開催します。 

震災復興のシンボルである県庁本庁舎等を会場に、幅

広い世代の方々にご参加いただける様々な企画を用意し、

県民の地震防災の意識啓発を図ります。 

 

２ 開催日時 

令和５年９月２日（土）・３日（日）の２日間 10 時～16 時（両日） 

※ 荒天等により、イベントの一部を中止する場合があります。当日の６時ま

でに、実施の有無（見込みを含む）を県 HP に掲載します。 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/100th/shouboubousai_fair.html 

 

３ 開催場所 

県庁本庁舎、象の鼻パーク、日本大通り 

 

４ イベント内容 

(1) ブース・車両展示（両日）＜県庁本庁舎駐車場＞ 

来場者に地震防災・減災の取組みの理解を深めていただくため、県や防災関係

機関によるブース・車両の展示を行うとともに、地震の揺れ体験、はしご車の乗

籠体験（希望者多数の場合は当日抽選あり）ができます。 

また、民間事業者と連携したキャンプ用品等を活用した災害への備えや、ＶＲ

（ヴァーチャルリアリティ）を活用した新しい災害体験等をご紹介します。 

 

  〔展示内容〕 

・神奈川県 

災害用トイレ・避難所間仕切りの展示、災害医療の活動紹介、救急救命士の活動

紹介、消防はしご車乗籠体験、災害対応用ロボットの展示、給水車両・給水バッ

グ展示、災害ボランティア活動紹介等 

 

・市町村・防災関係機関 

白バイ・ミニバイク等車両展示（県警察）、自衛隊による制服試着体験等（神奈

川自衛隊地方協力本部）、災害時の装備品展示（陸上自衛隊第 31 普通科連隊）、

パネル展示・取組紹介（横浜地方気象台・関東地方整備局）、起震車体験（横須

賀市・平塚市）等 

 

・民間事業者 

キャンプ×防災（株式会社モンベル）、ＶＲ災害体験（凸版印刷株式会社） 

 

別添１ 

かながわ消防防災フェア 
ロゴマーク 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/100th/shouboubousai_fair.html


(2) 関東大震災関連パネル展示（両日）＜県庁本庁舎２階東階段周辺＞ 

来場者に関東大震災の被害を理解し、地震災害を「自分事」と捉えていただく

ため、震災後に撮影された県内の写真記録や震災遺構等のパネルを展示します。 

また、震災特別番組「関東大震災から 100 年 震源地・神奈川の震災の傷跡と教

訓」を放送します。 

 

(3) 地震防災シンポジウム（２日）＜県庁本庁舎３階大会議場＞  事前申込制 

   発生が懸念される大規模地震で「いのち」を落とさず生き延びるために、過去

の震災の教訓をどのように活かして防災・減災に取り組むべきなのか。多様な視

点から考える地震防災シンポジウムを開催します。 

シンポジウムは２部構成とし、第１部では、黒岩知事及び関東大震災研究におけ

る第一人者である武村雅之氏（名古屋大学減災連携推進センター教授）による基調

講演を行います。 

第２部は、県医療危機統括官の阿南理事を加えて、テーマ「大震災から「いのち」

を守るために」と題し、パネルディスカッションを開催します。 

 

  ・日時 ９月２日（土）13 時～16 時（12 時 30 分受付開始） 

  ・場所 県庁本庁舎３階大会議場（４階観覧席含む） 

  ・登壇者 

パネリスト３名 

① 黒岩知事（神奈川県知事） 

② 武村 雅之氏（名古屋大学減災連携研究センター教授） 

③ 阿南 英明氏（神奈川県理事 医療危機対策統括官） 

   コーディネーター１名 

○ 山口 勝氏（NHK 横浜放送局 横浜国立大学総合学術高等研究院客員教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定員 200 名（事前申込制） ・入場料無料 

・申込 県ホームページ（ＨＰ）もしくは電話から 

（県ＨＰ）https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/100th/shouboubousai_fair.html  

（電 話）045-210-5945（危機管理防災課計画グループ） 

※ シンポジウムはオンラインでも同時配信します。（配信は上記ＨＰで実施） 

 

  

黒岩 祐治 氏 武村 雅之 氏 阿南 英明 氏 山口 勝 氏 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/100th/shouboubousai_fair.html


(4) 楽曲演奏・コンサート（両日） ＜県庁本庁舎正面玄関・３階大会議場＞ 

①神奈川県警察音楽隊、②熊本マリ氏（ピアノコ

ンサート）、③神奈川フィルハーモニー管弦楽団

（弦楽四重奏）、④川崎市消防音楽隊が出演し、楽

曲演奏を行います。 

  ・日時 ①９月２日（土）10 時 正面玄関 

      ②９月３日（日）11 時 大会議場 

      ③９月３日（日）13 時 大会議場 

      ④９月３日（日）15 時 30 分 大会議場 

  ・申込不要、入場料無料 

 

 

(5) 県庁舎公開・震災遺構ガイドツアー（両日）＜県庁本庁舎１階正面玄関＞ 

事前申込制 

震災復興のシンボル・県庁本庁舎に親し

んでいただくとともに、身の回りの震災遺

構から、「神奈川の震災」への理解を深めて

いただくため、ＮＰＯボランティアガイド

によるガイドツアーを開催します。 

震災で焼失した三代目庁舎に代わり、

1928（昭和３）年に建設され、国の重要文化

財にも指定されている県庁本庁舎（通称：キ

ング）の内部を見学後、県庁周辺に所在する

関東大震災関連の遺構についてガイドの案

内を受けながら歩いて巡ります。 

 

  ・日時 ９月２日（土）①10:30～ ②14:00～ 

      ９月３日（日）③10:30～ ④14:00～ 全４回実施 

  ・場所 県庁本庁舎１階正面玄関（集合場所） 

  ・定員 各回 20 名  ・参加費無料 

・申込 県ホームページ（ＨＰ）もしくは電話から 

（県ＨＰ）https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/100th/shouboubousai_fair.html 

（電 話）045-210-5945（危機管理防災課計画グループ） 

 

(6) かながわ消防フェア 

地域の安全・安心を支える消防活動のＰＲや、消防への理解・関心の向上、消防

団の入団促進等を目的に、例年単独開催している「かながわ消防フェア」を、2023

年は、関東大震災 100 年事業に位置付けて同日開催します。 

 

① 消防体験ブース出展・車両展示（両日）＜象の鼻パーク＞ 

県内消防（局）本部により、防火衣着装や放水・水消火器の操作など、消防活 

動に関する体験ブースを出展するとともに実際に活躍する消防車両の展示を行

います。 

川崎市消防音楽隊 

震災復興のシンボル・県庁本庁舎 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/100th/shouboubousai_fair.html


 

② 消防団ＰＲブース出展（両日）＜象の鼻パーク＞ 

消防団員による消防団の活動紹介や消防団活動資機材の紹介、入団希望者への

ＰＲ活動を行います。 

 

③ 消防女子によるトークセッション＜本庁舎大会議場＞ 

火災や事故等、多様化が進む現場において女性消防職員の活躍が求められてい

ます。県内で活躍する女性消防職員のリアルをご紹介する「消防女子トーク」を

開催します。 

・日時 ９月３日（日）14 時 15 分～ 

・場所 県庁本庁舎３階大会議場 

・申込不要  ・入場料無料 

 

 

  ④ 川崎市消防音楽隊による演奏（３日）＜象の鼻パーク・本庁舎大会議場＞ 

    川崎市消防音楽隊によるドリル演奏を行います。 

   ・日時 ９月３日（日）10 時 30 分～11 時 00 分（象の鼻パーク） 

       ９月３日（日）15 時 30 分～16 時 00 分（本庁舎大会議場） 

 

(7) スタンプラリー （両日） 

９月２日、３日は、県の「かながわ消防防災フェア」以外

にも、赤レンガ倉庫（横浜市）、山下公園（横浜青年会議所）、

日本丸メモリアルパーク（横浜市消防局）において、防災イ

ベントが開催され、県庁周辺は防災一色となります。 

イベント間の回遊性向上とともに相互連携を図るため、各

会場をつなぐスタンプラリーを実施し、参加者には集めたス

タンプ数に応じて記念品（冷感タオル）・賞品（シェラカッ

プ）を贈呈します（各日先着 1500 名）。 

 

  

スタンプサンプル 



５ イベントスケジュール  

 (1) ９月２日（土） 

 

 

 (2) ９月３日（日） 

エリア
午前 午後

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時

・２階東階段

・３階大会議場

・第三応接、正庁等

象の鼻パーク

県
庁
本
庁
舎

・正面玄関前

・駐車場 ブース・車両展示

開会式

関東大震災パネル展

地震防災シンポジウム

ガイドツアー午前の部

庁舎公開

ガイドツアー午後の部

受付

消防体験・消防団PRブース、車両展示

県警
音楽隊

エリア
午前 午後

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時

象の鼻パーク

県
庁
本
庁
舎

・正面玄関前

・駐車場

・２階東階段

・３階大会議場

・第三応接、正庁等

ブース・車両展示

関東大震災パネル展

熊本マリ氏

ピアノコン

サート

ガイドツアー午前の部

庁舎公開

ガイドツアー午後の部

受付
神奈川フィ
ルハーモ

ニー演奏

消防女子

トークセッ

ション

消防
音楽

隊

消防体験・消防団PRブース、車両展示
消防
音楽隊
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神奈川県主催セッション 誰一人取り残さない防災を目指して 
（防災推進国民大会(ぼうさいこくたい)2023） 

 

関東大震災クラスの大地震が再び起きた時、震災で「いのち」を落とすこと

のなく、生き抜くために、どう取り組むべきか。 

神奈川県では、ぼうさいこくたい 2023 において、「誰一人取り残さない防災

を目指して」をテーマとしたセッションを開催します。 

災害発生時のトイレの問題、要配慮者目線の避難対策、地域防災活動などの

視点から、今後取り組むべき方策を探ります。 

 

１ 日時 

  ９月 17 日（日） 14 時 30 分～16 時 

 

２ 会場 

 横浜国立大学 教育文化ホール 101 大集会室 

 

３ 登壇者 

 

 

黒岩 祐治 

（神奈川県知事） 

  

 

 

戸羽 太 

（株式会社オフィス TOBA 代表取締役社長、元陸前高田市長） 

 

 

 

加藤 篤 

（特定非営利活動法人日本トイレ研究所 代表理事） 

 

 

浅野 幸子 

（減災と男女共同参画 研修推進センター 共同代表） 

別添３ 



 

 

 

菅野 由美子 

（女性防災クラブ平塚パワーズ 会長） 

 

 

 

内藤 則義 

（公益財団法人 神奈川県身体障害者連合会 会長） 

 

 

 

金子 寿 

（Friendly Life Community 会長） 

 

 

 

鈴江 奈々 

（日本テレビ放送網株式会社 アナウンサー） 



特別番組「関東大震災から 100 年 震源地・神奈川の傷跡と教訓」の制作・放映 

 

関東大震災の県内被害は、東京の地震大火の陰に埋もれ、県内の激甚な被害

や応急対応、復旧・復興過程が正しく現在に継承されているとはいえない状況

です。 

関東大震災の神奈川県の被害に着目し、関東大震災を我が事として捉え、県

民が地震防災対策を学ぶことができる特別番組を制作・放映し、地震対策の促

進を図ります。 

 

１ 番組名 

 関東大震災から 100 年 震源地・神奈川の傷跡と教訓 

 

２ 放送日時 

 令和５年８月 27 日（日）14 時～15 時 

     ９月１日 （金）17 時～18 時 

 

３ 放送局 

 テレビ神奈川 

 

４ 内容 

 番組では、関東大震災発生当時の映像や手記、現代に残る震災遺構、震災経

験者へのインタビューを通して、被害の状況等を振り返ります。また、CG 等に

よるリアルな災害映像を視聴し、必要な防災対策を学ぶことができる内容とな

っています。 

 
５ 出演 

 朗読 松風 雅也（俳優・声優） 

 進行 照井 七瀬（tvk アナウンサー） 

 解説 武村 雅之（名古屋大学減災連携研究センター） 

 VTR 出演 黒岩 祐治（神奈川県知事） ほか 
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